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１．病原菌：Pythium myriotylum
２．症状：最初は地際部の葉鞘が暗緑色水浸状に

変色し、次第に上部に進展して下葉から黄化
します。症状が進むと全体が黄化して倒伏し、
根茎も腐敗します。

３．特徴：発生すると壊滅的な被害を受けること
もあり、ショウガ栽培では最も恐れられてい
る病害で、種子伝染、土壌伝染、水媒伝染し
ます。

水中を泳ぐこ
とができる遊
走子を形成し、
これが雨水で
運ばれたり、
用水などに混
入したりして
伝染源になり
ます

病 原 菌 が
付 着 し た
種 根 茎 を
使 用 す る
と 、 こ れ
が 伝 染 源
に な り ま
す

卵 胞 子 と い
う 耐 久 性 の
あ る 器 官 を
形 成 し 、 こ
れ が 土 壌 中
に 長 期 間 残
存 し て 伝 染
源 に な り ま
す

根茎腐敗病はどのような病気でしょうか
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どのように診断したらよいのでしょうか

土壌の健康診断
↓

評価
レベル1：発病する可能性は低いと考えられ

ます
レベル2：一部の発生に留まりそうですが、

防除を怠ると気象条件などにより
多発する可能性があります

レベル3：多発する恐れがあり、十分な対策
が必要です

ショウガ根茎腐敗病は発病し始めてから対策を考
えても手遅れです。そこで、発病を推測し、あら
かじめ対策を立てておく必要があります。ヘソ
ディムは、土の中の病原菌密度など、圃場ごとに
土の特性を調査し、発病のしやすさを推定して対
策を立てる考え方で、いわゆる人の健康診断を土
壌に適用したもので、土壌の健康診断といえるも
のです
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どのような方法で調査したら
よいのでしょうか

１．前年の発病程度
収穫時に圃場全体の発病面積率を目視で調査しま
す。発病が認められない場合には、根茎を掘り取
り、表面の発病の有無を確認します。前年に発病
が見られなくても、過去5年間に発病したことが
ありませんか？発病が見られないのは薬剤の効果
によるもので、土壌中には病原菌が残存している
可能性があります。

土壌の採集と調整：収穫
時期に圃場の発病してい
た付近を5ヶ所選定し
（右図参照、発病してい
ない場合には無作為に
5ヶ所選びます）、地表
面を3～5cm削り取り、
移植ゴテなどで一掬い
（100g以上）採集しま
す。よく混和した後、
2mmの篩（ふるい）を
通して調整します。
↓
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○：未発病株、◎：発病株、●：土壌採集地点 

土壌採集の例 

次ページに続く

２．土壌中の菌密度(捕捉法)
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捕捉法を実施しましょう

調査土壌の準備：土壌50gを直径9cmペトリ皿に
入れて平らにならし、最大容水量以上の水分量
（土壌表面に水が少し浮き上がる程度）となるよ
うに滅菌水を25～30ml入れます（下図参照）。
↓

ベイトの準備：右写真のように
95℃で一晩乾熱滅菌したトウモ
ロコシ粒およびオオムギ種子を
20粒ずつ土壌表面に並べ、
30℃で4～6日間培養します。
↓

ベイトの培養：
トウモロコシ粒
およびオオムギ
種子をNARF培
地上の4ヶ所に
置床し（右写真
参照）、35℃
で培養します。
↓

NARF培地の組成
コーンミールアガー
ナイスタチン 50ppm
アンピシリン 250ppm
リファンピシン 10ppm
フロンサイドwp 1ppm次ページに続く

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

3

―　7　―



捕捉法の調査を実施しましょう

調査：培養開始後、毎日根
茎腐敗病菌の出現の有無を
調査し、3日後に下記の算
出式により捕捉率を計算し
ます（根茎腐敗病菌以外の
Pythium属菌も出現するの
で注意します）。

根茎腐敗病菌

別のPythium属菌

捕捉率(％)＝（病原菌が出
現したベイトの数／総ベイ
ト数）×100
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検出できなかった場合には、調査土壌を
増やして再調査しましょう

例：圃場の25ヶ所から前述と同様に土壌を約
5kg採集し、幅31cm、奥行22cm、深さ11cm
の容器に詰めます。ふるいに通す必要はありませ
んが、大きな石や残渣は除去します。表面を平ら
にならし、表面まで水を入れ、土壌が水面より上
に出ないように更にならします。下写真のように、
トウモロコシ粒とオオムギを土壌表面に置きます。
あとは前述と同様に選択培地上に置いて菌そうの
出現の有無を確認します。

圃場名 ベイト
土壌の量（捕捉率）

50g 500g 5kg

A
トウモロコシ 0 20 45

オオムギ 0 15 70

B
トウモロコシ 0 0 20

オオムギ 0 0 35

C
トウモロコシ 0 0 75

オオムギ 0 0 90

調査に用いる土壌の量と根茎腐敗病菌の捕捉率との関係
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発病ポテン
シャル

前年の発病程度
（発生面積率）

捕捉法
（捕捉率）

レベル1 無（0%） 0%

レベル2

少（0.5%未満または
0%だが根茎を掘り取
ると表面に発病がみら
れた、あるいは過去5
年間に発病がみられた
ことがある）

5%未満

レベル3

中
（0.5～2.5%未満）

5～10%未
満

多
（2.5%以上）

10%以上

調査項目の結果から発病ポテンシャルを
決定します
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前年の発病程度と捕捉法の発病ポテンシャルが異
なる場合には高い方のポテンシャルを選択します。

圃場の発病ポテンシャルを決定します

発病程度による発
病ポテンシャル

捕捉法による発病
ポテンシャル

圃場の発病ポテン
シャル

レベル1

レベル1 レベル1

レベル2 レベル2

レベル3 レベル3

レベル2

レベル1 レベル2

レベル2 レベル2

レベル3 レベル3

レベル3

レベル1 レベル3

レベル2 レベル3

レベル3 レベル3
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発病ポテ
ンシャル

土壌消毒 生育中の防除
10a当たりの

経費a)

（千円）

レベル1
ダゾメット粉粒剤

（雑草防除対策）

発病を確認してか

ら随時防除
94＋α

レベル2

ダゾメット粉粒剤

またはクロールピ

クリンまたはソイ

リーン

6月下旬：ユニ

フォーム粒剤、そ

の後は発病を確認

してから随時防除

125～155

＋α

レベル3b)

ソイリーンまたは

クロルピクリン錠

剤＋ダゾメット粉

粒剤

6月下旬：ユニ

フォーム粒剤、そ

の後は約20日間隔

でローテーション

散布（合計6回）

332～399

a) 土壌くん蒸時の資材の費用を含むが、人件費は含まれてい
ない

b) 防除経費が高くて採算が取れないと判断される場合には
ショウガの栽培をあきらめ、イネなど他の作物を栽培する

発病ポテンシャルに適した防除技術を
選択します
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本マニュアル使用上の留意点

１．ショウガ根茎腐敗病に類似した病害として、

青枯病、立枯病、腐敗病、疫病、赤枯症（生理障

害）などがあります。これらの病害の場合に、本

マニュアルを適用するのは不適当です。根茎腐敗

病であることを確認した後、本マニュアルを使用

して下さい。

２．土壌中の根茎腐敗病菌の分布は不均一と考え

られ、発病程度が低い場合などには、調査土壌を

増やした調査方法でも検出できない場合がありま

す。

３．ショウガ根茎腐敗病は、汚染種子の使用など

他の要因によって発生することもあります。従っ

て、本マニュアルは発病程度を保証するものでは

なく、あくまで防除対策の参考にしていただくた

めに作成されたものです。
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その他
（他の防除対策）

水媒伝染に対する対策

種子伝染に対する対策

土壌伝染に対する対策

病原菌が付着している恐れのない根茎を種子とし

て用います。やむをえず病原菌の汚染の恐れがあ

る根茎を種子として使用する場合には、薬剤処理

や温湯消毒を実施します。

土壌が付着した資材や農機具などを圃場に持ち込ま

ないようにします。

大雨が降っても冠水する恐れのない排水良好な圃場

を選びます。圃場外から雨水や土砂が流入しないよ

うに波板を周囲に設置します。

ショウガ根茎腐敗病は、一度圃場で発生し始める
と非常に防除が困難です。従って、発生の恐れが
少ないレベル1に該当したとしても、病原菌の圃場
への侵入には十分な対策を実施して下さい。

その他
（他の防除対策）

水媒伝染に対する対策

種子伝染に対する対策

土壌伝染に対する対策

病原菌が付着している恐れのない根茎を種子とし

て用います。やむをえず病原菌の汚染の恐れがあ

る根茎を種子として使用する場合には、薬剤処理

や温湯消毒を実施します。

土壌が付着した資材や農機具などを圃場に持ち込ま

ないようにします。

大雨が降っても冠水する恐れのない排水良好な圃場

を選びます。圃場外から雨水や土砂が流入しないよ

うに波板を周囲に設置します。

ショウガ根茎腐敗病は、一度圃場で発生し始める
と非常に防除が困難です。従って、発生の恐れが
少ないレベル1に該当したとしても、病原菌の圃場
への侵入には十分な対策を実施して下さい。
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